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卜
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日
寅
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◆
巾
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ざ
最
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表
選
til∫
黒
な
く
E糧
要
も
率
貯
=即
経
在
回

砒
轟
嗽
軍
llm 
燿
機

町
村
合
併
の
概
況
            .

11)知
事
勧
告
か
ら
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
嚢
で

鳥
取
県
に
お
い
て
町
村
合
併
の
促
進
に
具
体

|ョ勺
に
乗
り
出
し
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
の
春
頃
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
と
し

て
は
先
す
各
郡
ご
と
に
町
村
合
併
鍵
進
審
議
会
を
設
置
し
、
各
郡
内
町
村
の
実
情
や
合
併
に
関
す
る
意
向
等
を
詳
細
に
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
知
事
に
答
中
す
る
こ
と
と
1・
、
知
事
は
こ
の
答
中
に
基
い
て
全
市
町
村
を
通
じ
る
合
併
計
画
を
た
て
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
に
対
し
て
合
常
の
実
キ
方
を
勧
奨
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
勧
奨
が
い
わ
ゆ
る
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
発
せ
ら
れ
た
第
一
次
合
併
勧
告
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
第
二
次
勧
告
を
発
し
た
当
時
の
県
内
市
町
村
の
規
模
及
び
町
村
合
併
促
進
基
本
計
画
に
基
く
市
H3村
規
模
の
状
況
は
第
一
表
の
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４
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鳥米岩八気東西日県
   
計

一
市
町
村
平
均

一
町
村
平
均
ヽ

全
国
し
李
均

一
町
村
当
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と
お
り
‐で
あ
り

第
1表

取
 
市

子
 
市

美
・
郡

頭
: 
郡

高
 
郡

伯
 
郡

伯
 
郡

野
 
郡

世
 
帯

合
l14勧
告
に
基
く
規
模
と
現
在
規
模
と
の
郡
市
別
比
載
表
( )内
は
一
町
村
干
均
を
示
す

l■
|「
驚

在
1勧

数
`人

考
備

勧
現一鋼

J251

i13,499
(539)

10,455
(402)

27.253

(664)

931273

24,445
(12,222)

74,551
(9,318)

31,910
(15,455)

144,603
(13,145)

町町ケ

ケケ‐５

７

・
３り
よ

螂調椰 岩気西
編 村村町

22,386
(559)

8,389
(493)

116.550
(693)

(532)

(1,601)

(1,684)

5,678
(2,839)

27,963
(2,542)

15,810
(1,963)

7,955

(2,651}

169550
(3,537)

(2,215)

7ケ
町
村
を
息
取
市
へ
編
入

13ケ
町
村
を
鳥
販
市
へ
編
入

西
伯
郡
逢
坂
村
を
含
む

15ケ
町
村
を
米
子
市
へ
日
野

郡
八
郷
村
を
含
む

八
郷
村
を
除
く

3,489。

(96。
93

(89。
57

1茜
倍
郡
逢
坂
村
及
び
日
野
都
八
郷
村
は
本
表
に
語
い
て
は
唯
単
な
る
計
算
上
の
便
宜
措
置
と
し
て
東
伯
郡
及
び
西
伯
郡
の
欄
に
入

小ぶ総（煮申）轟　“　鰈　麟　虚「ｍ騨Ｋ　回口駅圏計８晨諄
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.れ
計
算
し
た
従
つ
て
合
併
実
現
の
際
所
属
の
郡
は
改
め
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2本
勧
告
は
原
員
Jと
し
て
町
村
を
分
割
す
る
こ
と
を
避
け
た
が
町
村
合
併
の
実
現
の
段
階
に
お
い
て
そ
の
実
情
に
よ
り
分
割
す
る
と

適
当
と
す
る
場
合
は
一
部
落
と
云
え
ど
も
こ
れ
を
分
割
し
境
界
変
更
を
行
い
住
民
の
福
祉
を
計
る
措
置
を
講
す
る
こ
と
O

3本
表
各
計
欄
の
下
の
数
字
内
(左
表
)各
郡
毎
に
町
村
数
を
示
す
。

4人
口
、
面
積
は
昭
和
25年
10月
1日
国
勢
調
査
に
よ
る
。

各
郡
市
別
町
村
合
併
勧
告
に
基
く
規
模
一
覧
表

村
名
人
口数
1弓昇
覇

|

=1望
塾
」
囲
理
竪
i

町

蒋
 
堰
1世
帯
数
1人
口
数

|

積わ
考

備
面酬一４５．

明
治

豊
美

千
代
水

湖
山

松
 
保

吉
岡

大
 
郷

末
恒

計

675

277

322

474

331

331

565

357

409

3,749

4,414

:|::il

2,0681

2,3891

20,51q

|

i:|:::
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・２． ３２‐
９． ５０ ‐劇
３３０。 ６８ ‐

嘲獨珊翻訓８００

鯛司鋼司鋼

， ７８２ ‐

気
高
郡
よ
り

ｌ．　　６．　ａ

岩
美
郡
よ
り

４‥ゴ

羽測ｏ ７９ ‐劇側翻
…２６ ‐川側闇「

４５． ．３２。 ‐
２７． ５
３３。 ７３， ２５。 ８９。 ８７． ９
２３． ２７． ５５． ７５。 Ｃ疑

17。
09

19。
82

24。
04

0.56

6。
52

9.80

33。
07

合
計

1町
村
平
均

人

L‐ ~~~~~~一
―
――
一
―
一

再
堰
卜
帯
到
人
甲到
弓畔覇
1備
 
考

2,207



寿
堰
卜
帯 数
1人 口到
鶏
舅
1備

市村一
堰
卜
帯 数
|^口
到
務
⑬
l備
蒋
署
降
帯到
人
口到
B森
覇
1備

調『昭矧淵「嘲醐劃「

５５。 ０３ ‐

７ ‥． ５‐ ‐‐
―

３　　　　　　　　　　２，　　　５，　２

木津穂野谷河坂．村

宝酒瑞鹿勝環逢浜

谷谷置郷部

青曜日中勝

⑤　　　　　　③　⑦　　　　　　　　　③

①　　　　　　０

詢］計　　脚一社　　　　時　　嘲岬卸］峰　計　　　調　螂中

国
 
中

郡
家

大
御
門

下
私
都

中
私
都

上
私
都

計

424

519

236

221

299

286

321

505

670

1,496

1,333

448

6.09

8.59

9。
67

9.66

12.86

3a54

67。
83

８
５
。
４
‐
‐

８
５　

‐
４

４
５

‐
５

７
４

，
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１
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船大隼

計
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計

桜田

計
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世
帯
到
人
口
到
B罫
覇
1備

署
卜
稽
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人
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い
1備

署
卜
稽
到
人
口到
鶏
雹
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市村
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硯翻

剰

劃

�翻

瀬津野津

長橋宇浅

計

8,

2,

215

431

300

291

67

564

855

37

中
Jヒ
条

計

舎
 
人

東
郷
松

崎

上
中
山

下
中
山

逢
坂

計

28。

25。

12。
3

西
伯
郡

①

４０２
４４４
７０９鰤　
， ０９０
４３‐
３８２
２９２　
， ‐９５　
９６０
８８６‐
４６３ ‐
２４２ ‐
３５０ ‐
剤「
‐， ｏ２‐‐
６６７ ‐
４‐８ ‐
４４０ ‐
温 ２，
‐９８４２３

２，
９
‐

　

‐，
０
１

６
‐

４４
‘

２，
５
‘

Ｌ　ｌ，　　　　　２，　‐「‐　‐‘‘１

　２，
‐

　１，
＜

11.

碕美田西

赤威安以

橋安郷郷庄

八浦下上飾計
良誠　手

由大栄灘

1,

1花
見

1計
394

453

366

1,21

27,963

上
北
条

上
井

西
郷

1暮
喜
上
小
鴨

祗
一
部

2,542
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世
帯
数
1人
口
刹
再
舟
辱
1備

市
町
村
名
卜
帯
数
1本
口
到
鶏
⑬
l備

考

境上
道

外
江

大
篠
津

渡余
子

中
 
浜

計

天
I津

大
1国

法
勝
寺

計

上
長
田

東
長
田

計

幡
郷

1561

1。
141

2。
271

2.731

3.611

4.32

6。
5d

|

22.lq 
①

7.511

9。
281  ・

15.921

32。
711②

28.ld

22.041

50。
1l 
③

23。
741

6.531

30。
271④

10.521

大
幡

八
郷

計

淀
江

宇
田
川

高
麗

計

大
山
一
部

所
子

庄
内

計

日
野
郡

⑤
２ …… ……‐「潤覇劃瓢「綱

３ ……… ……‐

③⑦③

39.52

市
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計

町名
村

鰤引＝Ⅲ＝副ⅢⅢⅡⅢ＝＝

コ
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蒋
署
卜
帯
数
1人
口
数
1葛
罫
覇
1備

考
蒋
署
卜
帯 数
1人 口到
島
⑬
l備
考

阿
毘
縁

大
宮

山
上

石
見

祠
栄

多
里

日
野
上

計

黒
坂

日
 
野

根
雨

神
奈
川

２０。 ６２
４０。 ８３Ｗ
３４． ６３榔
７７． ６‐
９９。 ９８
３３． ３２

州州翻珊¶矧‐， ９３０ ‐
３， ９７６ ‐‐

５
５
５

３
２
５

３
５
７

８
８
５

５
‐
８

６
４
０

９
５
５

６
５
‐

時榊嘲帥瑯　計　翻螂］

切
つ
た
大
合
併
方
針
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
1町
村
平
均
人
口
も
一
燿
11,678人

に
上
昇
す
る
よ
う
な
計
画
で
あ
り
ま
し

た
。こ
の
計
画
を
樹
て
て
か
ら
4箇
月
を
経
た
11月
に
至
り
、
県
下
の
ト
ツ
プ
を
き
つ
て
八
頭
郡
船
岡
?隼
・
大
伊
の
3箇
村
と
、
岩
美

郡
成
器
・
大
茅
両
村
の
合
併
の
実
現
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
従
来
免
角
日
和
見
的
で
あ
つ
た
合
併
気
運
}も
漸

次
醸
成
さ
れ
て
昭
和
28年
事
に
お
い
て
は
14件
(編
入
2件
を
含
む
。
)の
町
村
合
併
が
実
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
こ
の
内
訳

を
具
体
的
に
示
し
ま
す
と
、
合
併
関
係
市
町
村
数
66、
設
置
町
村
数
12、
消
滅
町
村
数
64、
差
引
減
少
町
村
数
52と
ぃ
ぅ
状
況
で
あ
り

ま
し
て
合
併
計
画
rt対
す
る
進
捗
卒
は
実
に
42%を
示
す
に
至
り
、
全
国
的
に
も
合
併
先
進
県
の
1と
な
つ
て
県
外
か
ら
の
視
察
者
が

こ
あ
内
容
は
、
勧
書
当
時
県
内
の
市
町
村
総
数
2市
166町
村
、
11町
村
干
均
人
口
2,890人
と
い
う
全
国
で
も
最
下
位
の
弱
少
規
模

に
あ
つ
た
も
の
を
勧
告
に
よ
る
合
併
計
画
で
は
概
ね
3箇
町
村
単
位
の
合
併
を
行
つ
て
3市
38町
村
に
再
編
成
す
る
と
い
う
相
当
思
い

「
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書
‐Ⅳ

剛Ｉ
Ｉ

＝

Ｉ
Ｉ＝

Ｉ
Ｉ

馴ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ＝

Ｉ
Ｉ

副ｌ
ｌ

ｌ
ｌ，

１
１

Ｉ
１

１
１

１
１

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

副ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌＬ

後
を
絶
た
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

12}町
村
合
併
促
進
法
施
行
か
ら
昭
和
29年
末
ま
で

従
来
行
政
措
置
だ
け
に
よ
つ
て
自
主
的
に
促
進
を
図
つ
て
き
た
町
村
合
併
の
裏
に
は
幾
多
の
障
害
や
困
難
な
点
が
ひ
そ
ん
で
い
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
28年
10月
1日
か
ら
施
行
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
つ
て
合
併
促
進
上
の
各
種
阻
因
の
除
去
と
合
併
町
村
の

育
成
援
助
の
措
置
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
結
果
、
本
県
の
町
村
合
併
は
本
格
的
な
軌
道
に
乗
う
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
先

す
従
来
各
郡
毎
に
設
置
さ
れ
て
い
た
町
村
合
併
促
進
審
議
会
を
改
組
し
て
県
単
位
の
充
実
し
た
町
村
合
併
促
進
審
議
会
を
設
置
し
た
外
、

第
1次
勧
告
に
よ
る
合
併
促
進
基
本
計
画
の
再
検
討
を
行
つ
て
よ
り
合
理
的
な
合
併
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
町
村
合
併
促
進
法
の
有

効
期
限
で
あ
る
昭
和
31年
91月
ま
で
に
計
画
的
に
、
し
か
も
張
力
に
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
と
Lた
の
で
あ
り
ま
す
。  1

し
か
し
な
が
ら
米
子
市
及
び
そ
の
周
辺
町
村
に
お
い
て
は
、
県
の
全
体
計
画
の
策
定
に
先
立
つ
て
す
で
に
関
係
市
町
村
の
間
で
合
併
の

協
議
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
と
り
敢
え
す
こ
の
地
区
に
つ
い
て
の
勧
告
を
行
う
た
め
町
村
合
併
促
進
審
議
会
そ
の
他
関
係
機
関
の

意
見
を
聴
く
等
所
要
の
手
続
を
経
て
昭
和
29年
5月
第
2表
の
と
お
り
地
方
自
治
法
第
8条
の
2の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
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Ｉ
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Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

＝

Ｉ
Ｉ

ロ
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コ
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１
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ロ
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
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ロ
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第
2表

市
町
村
名
世
帯
数
1人
口
数

勧
告
に
基
く

市
町
村
の
規
模

市
  
町
  
村
  
名

市村村村村村村村

子名見餐津田　実

篠

米彦夜富崎和大成

５
６

‐
５

２
‐

０
０

０
３

・
９　

６
２

村村村村村村

津

日　　　和古同

士ロ

春巖日大大県′

―
コ

:::|

3821

:::|

o881

叩
J

備
考
 
世
帯
数
、
人
口
、
面
積
は
昭
和
25年
10月
1日
国
勢
調
査
に
よ
る
。

次
い
で
昭
和
29年
8月
各
市
町
村
に
対
し
て
合
併
に
関
す
る
意
見
を
求
め
、
こ
れ
に
基
い
て
合
併
計
画
案
を
作
成
し
て
9月
に
は
、
町

村
合
併
促
進
審
議
会
及
び
県
の
議
会
等
の
答
申
を
得
て
地
方
自
治
法
第
9条
の
2の
規
定
に
よ
る
全
市
町
村
を
通
す
る
合
併
基
本
計
画

を
第
3表
の
と
お
り
定
め
、
同
時
に
全
市
町
村
に
耐
し
て
勧
告
を
行
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
第
2次
勧
告
と
い
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

，
５

，
２

，
７５

，
２

，
６

，
８

，
６

６
２３１２３２２２



市
町
村
合
併
基
本

(昭
和
29年
9月
1日
現
在
)

鳥
取
県

第
3表

1総
 
括

ＯＨ

一・‐．一
・‐
．｝一
‐」

市市市市郡郡郡郡郡郡計

取吉子港美頭高伯伯野

』　ヽ
、

ヽ制鳥倉米境岩八気東西日県
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す　す

入　入

算算

に　に

郡　郡
難酷 宣　宜
便便

は　は

村村

坂郷

縫　継

伯　野

西　日

l市
町
村
平
均

1町
村
平
均

村
 EU

需
蒔
村
名
1人

世
帯
数
1面
 
積
1備
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計

河
原
町

国
英
村

散
岐
村

西
郷
村

八
上
村

計

合
 
計

気
高
郡

宝
木
村

酒
ノ
津
村

瑞
穂
村

鹿
野
町

勝
谷
村

200。
601

225。
471

…
″
‖

25。
45

50.37

80。
73

161.29

10。
36

10。
81

13。
34

43。
52

5。
41

83。
44

877。
84
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市
町
村
名
1人

若
桜
町

智
頭
町

用
瀬
町

大
 
村

祗
 
村

佐
治
村

よ
郡
美
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す
と
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縄甕壺『期鋼勇¶４５。 ５３ ‐調調欄
６。 ５３‐

165。
74

46.44

15。
39

61.83

12.43

20。
881

東
伯
町

赤
l碕
町

上
中
山
村

下
中
山
村

逢
坂
村

計

淀
江
町

宇
田
川
村

高
麗
村

所
子
村

大
山
村

書十

手
間
村

‖鶏:|:::|
:|:::|

94,9261

29,7461
|

畷
]

:li::

2,1931

95,62J

|

地
釧

t調:|:::|
3,4341

17,03J

2,3391

2,901

2,195

402
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709

1,555

17,861

6,366
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466

344
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2,164
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小
鷲
河
村

逢
坂
村

浜
村
町

計

東
伯
郡

勿
合
町

北
条
町 町村

谷置計

青日

計　市
吉

△口　
倉

町村

郷　計

東泊

町　町

朝　金

〓一　関

べ月　中〓鵜（ま小）轟　≪　暉　麟　位、口饗Ｋ　露鸞駅斜詳寵晨響
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1,044

287

499

688

64

3,16

5,0841

3,5501

2,3031

1,87Q

12,81釧

233。
la

17。
771

9。
441

106J

L44
8。
451

42.971

町村村村

良誠　手計

由大栄灘

4051

剣醐呵欄鋼剌剛「‐， ９３０ ‐

町町

雨坂計
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15。馴
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栗̈員彗1軍
 
調

富111 
二
:::

ト
ギ妻
FR未
十
1  1^R3源

賀
野
村
1 2,

5361

|

八
郷
村
1 2,5001  4331
計
 1  7,05q  l,226

不
暑
翌
付
|  _:9:1   19:|

上
長
田
村
1  1,35q   2421
計
 1  13,49q  2,4041
品
村
1現
調 
蔦
調

溝
口
町

根黒

碑　
， ‐８４
７３７
， ９２‐
２２‐
２９６
４‐７田
２９‐響醐
， ０‐６

99。
97

79。
02

55。
17

134.19

29.44

55。
74

48.37

52.81

38。
51

72。
06

43。
50

340。
43

699。
98

日
野
郡
よ
り

阿
毘
縁
村

大
宮
村

山
上
村

石
見
村

謳
栄
村

多
里
村

日
野
上
村

計

杢
撃
付
1 
聟
 
釧

合
_三
1暉
1甲

7

i【
酵
1 71 lβ
島

こ
の
勧
告
の
内
容
を
第
1次
勧
告
の
内
容
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
次
の
点
が
異
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
貝「
ち

11)総
市
町
村
数
に
お
い
て
3市
38町
村
と
な
つ
て
い
た
も
の
を
4市
21町
村
と
な
Lノ
、
あ
ら
た
に
境
港
市
の
設
置
を
計
画
し
た
こ
と
。

12}第
1次
勧
告
で
は
市
町
村
の
人
口
が
6,900人
を
さ
が
る
合
併
計
画
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
い
す
れ
も
6,000人
を
上
廻
る
合
併

計
画
と
し
、
こ
の
結
果
合
併
計
画
完
了
後
に
お
け
る
1町
村
平
均
人
口
も
11,678人
か
ら
11,977人
に
上
昇
1_′
た
こ
と
。

13)右
の
方
針
に
基
い
て
既
合
併
町
村
の
中
規
模
な
お
弱
少
と
思
わ
れ
る
船
岡
町
は
今
後
郡
家
町
と
合
併
す
る
よ
う
に
言 1画
さ
れ
た
こ



一に
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第
2吹
合
併
勧
告
を
発
し
た
昭
和
?9年
度
は
本
県
が
町
村
合
併
1/1進
に
着
手
し
て
か
ら
3年
目
に
当
る
年
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
全

体
計
画
の
80%(累

計
)達
成
す
る
目
標
の
も
と
に
金
力
を
注
い
で
い
た
年
で
も
あ
る
の
で
計
画
の
約
90%達
成
を
目
途
と
し
て
自
治

庁
宮
沢
振
興
課
長
の
講
演
会
の
開
催
を
始
め
、
で
き
得
る
限
り
の
促
進
措
置
を
と
つ
た
の
で
あ
る
が
遺
憾
な
が
ら
予
期
し
な
か
つ
た
知

事
選
挙
や
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
関
係
上
予
想
に
反
し
て
不
.振
に
経
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
昭
和
29年
度
中
に
実
施
し
た
合
併
件
数
は
12件
(編
入
3件
′を
含
む

)′
で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
を
具
体
的
に
示
し
ま
す
と

関
係
市
町
村
数
53、
消
滅
町
村
数
50、
設
置
町
村
数
9、
差
引
減
少
町
村
数
41と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
て
合
併
全
体
計
画
に
対
す
る

進
捗
卒
は
70%に
止
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
第
1次
合
併
勧
告
を
発
し
て
か
ら
昭
和
29年
度
末
に
お
け
る
合
併
進
捗
状
況
及
び
そ
の
態
様
等
は
別
表
第
4表
か
ら
'第
7表
に
示

す
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

第
4表

町
村
合
併
計
画
と
合
併
進
捗
状
況

年
 
度
  
末

[  製
1最 露鷲 曇

年
  
度

廃
止
町

村
数

(口
)

合
併
に
よ

る
新
設
市

町
村
数
ソ
司

減
少
町
村

数
い
一
レヾ日

合
併
進
捗
卒

1/f)

日

昭
和
27年
度

昭
和
28年
度

昭
和
29年
度

161

1131

721

一　

・
７

　

‐
０

2。 27%

41。
66

69.56

りで〇〇〇

備
考
 1・
昭
和
27年
7月
知
事
勧
告
の
合
併
計
画
は
3市
33町
村
で
あ
つ
た
が
昭
和
29年
9月
地
方
自
治
法
第
8条
の
2の
規
定
に
よ

る
合
併
計
画
で
は
4市
26町
村
と
な
つ
た
結
果
、
県
の
計
画
に
よ
る
減
少
町
村
数
に
お
い
て
は
6町
村
多
く
な
つ
た
。

2.合
併
進
捗
卒
は
県
の
計
画
に
よ
る
減
少
町
村
数
で
当
該
年
度
の
減
少
町
村
数
を
除
し
て
得
た
数
を
百
分
比
に
よ
つ
て
示
Lノ
た

も
の
で
あ
る
。

第
5表

人
口
段
階
別
町
村
数
の
比
較

25,000

小ぶ総（ま申）轟　ぐ　嗽　麟　破．回型Ｋ　皿ド駅繁せ８晨圏

＼
＼
＼
、＼
、
人
口

現
在
年
月
日
＼
＼

昭
和
27。
7.1現
在

昭
和
28.3.31現

在

昭
和
29.3.31現

在

昭
和
30。
3.31現
在

比
較
増
減
(△
)

昭
和
27.7.1現
在

昭
和
28。
3.31現
在

昭
和
29。
3。
31現
在

昭
和
30.3。
31現
在

比
較
壇
減
(△
)

5,000A
未
 
満

5,000

8。000A
未
満
10,000A
未
満

50--75

未
満

911109

15,000A
未
満

人

20,000A
未
満
25,000A
未
満

111

△
 1

30,000A
未
満

0,

一　一　一　

１１

上
以
０
０

２
０　満

一
５０　未

，‐５　満

一一

２３３

一一

１１１

一
２５　未

156

152

9143

113

166

163｀

110

6997

166

163

110

6997

備
考
 1・
比
較
増
減
は
昭
和
27年
7月
1日
現
在
と
昭
和
30年
3月
31日
現
在
と
比
較
し
た
。

…
｀
 2。
人
口
は
昭
和
25年
10月

1°
日
国
勢
調
査
に
よ
る
。

第
6表

面
積
段
階
別
町
村
数
の
比
較

5李
方
粁

未
満2524203

△
  22

89884731

△
  58

38352513

△
  25

５
０　満

一
２５　未

２　満

一
５　未

・
２　満

０
〇
一　
未

１０
０　
満

一
昴　未

１１１１

一
崎】

11
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備
考
 
比
較
増
減
は
昭
和
27年
7月
1日
現
在
と
昭
和
30年
3月
31日
現
在
と
比
較
し
た
。

第
7表

合
併
市
町
村
の
態
様

新
設
又
は

編
入
を
し

旦 「
「
[14等

筈
Y7韮

1役
所
又
蹴
競

7爬
た
市
町
村

名大
成
村

船
岡
町

蒻
合
町

東
郷
町

廃
止
さ
れ

た
町
村
名

合
併
の

形
式

合
体

クク

人
妍
．
　６‐。 ３２　　
５３。 ８０

人　５３
昭
和
27年
度

昭
和
28年
度

断
目
27。
11。
1

日召
27.11.3

昭
28。

4。
1

昭
28。
4。
1

日召
28. 4.1

日召
28.5.5

日召
28。
 6。
1

3,25

6,591

8,219

8,696

,6156

7,38

122

661

67

231

旧
成
器
村
役
場

新
八
頭
郡
船
岡
町
船
岡
535

新
蒻
合
町
久
留

旧
東
郷
松
崎
町
役
場

旧
矢
途
村
役
場

郡
家
町

1日
八
頭
地
方
事
務
所

旧
江
尾
町
役
場

F7.727。
10.25

第
239号

断
ヨ
27。
10。
25

第
240号

日召
28.3.27

第
50号

昭
28。
3.27

第
49号

日召
28。
3。
27

第
51号

日召
28。
4。
25

第
HO号

日召
28。
5.29

第
123号

12。
43

46.44

97。
77

町　　　町り　　　町

金　　　家　　　府

関　　　郡　　　江

官
報
告
示

年
月
日

鳥
取
市
西
町

旧
育
谷
町
役
場

旧
倉
吉
町
役
場

米
子
市
中
町

旧
根
雨
町
役
場

日召
28。
6。
29

第
132号

日召
28:6.29

第
133号

日召
28。
9。
30

第
183号

日召
28。
9。
30

第
182号

日召
28.9。
30

第
184号

入　　体

編　合

Ｆ

市　　　　　　　　町　　　　　　市　　　　　市　町

販　　　　　　　　　谷　　さ　　　吉　　　　　　子　　
雨

鳥　　　　　　　　青　　　　　　　倉　　　　　　米　根

中ぶ総（まい）轟　≪　畔　麟　虚．皿聾Ｋ　回鸞駅営せＲ黒諄　卜Ｈ

∽暉〇〇〇

54.13

編
入

合
体

日召
28.7。

1

目召
28.7.1

日召
28。
10.1

日召
28。
10。
1

日召
28。
10。
1

9う
,8:81

||||||

lQ,04到

||||

49、
6771

||

6:|:::
1,524

165。
741

751



1,142ノ
3

1,143ノ
1

日召
28。
9。
30

第
187号

日召
28.12.28

第
275号

昭
29。
1.3σ

第
28号

目召
29。
2e27

第
62号

闘
ヨ
29。
3。
27

第
247号

日召
29。
3。
30

第
367号

旧
=朝
町
役
場

新
赤
碕
町
大
字
赤
碕
字
荼
出
の
西

‐
３３． ．２ ‐‐‐鋼‐‐
８２。 ８６‐「‐
００・ ６０ ‐‐
４５． ５３ ‐「‐覇‐‐‐嵐「

町　　　　町　　　　町　　　町　　町　　　　　町　　　　　町

朝　　　　碕　　　　伯　、桜　　和　　　　　国　　　　　府

〓一　　　　赤　　　　東　　　若　　各　　　　　蒔　　　　　江

∞【　中摯状（ま中）騨　ぐ　嗽　轟　総．回圏Ｋ　皿口駅圏計露黒雷

０呻〇〇〇

日召
28.11.1

11,172

日召
29。
 1。
1
11,612

旧
浦
安
町
役
場

旧
若
桜
町
役
場

旧
御
来
屋
町
役
場

18747

241

15,561

9,594

109991

8,881

日召
29。
2。
1

日召
29.3.1

闘
呂
29。
 4.1

日召
29。
 4。
1

日召
29。
4.1

昭
和
29年
度

囃　　　　　錫 口　　　　　　町

麟　　　　　誦
7,461

中爵〇〇〇

.1壽
::髯
8

旧
下
北
条
村
役
場

H¬
米 子市 朝

小ぶ総（ま申）群　ぐ　嗽　麟　位「ｍ型Ｋ　ロロ駅圏計Ｒ品田

北
条
町

米
子
市

智
頭
町

岩
美
町

境
港
町

日召
29。
6.1

目召
29。

7。
1

日召
29。
 7.1

目召
29.a10

智
頭
町
役
場

1邸
:斃
8

|1舅
::
斃
1

|1舅
::斃

1

|

村村村村村

英原上岐郷

国河八散西

「　　「

16d新
岩
美
町
大
字
浦
富
675ノ
1番
地

1,52到
旧
境
町
役
場

14J町
河写 町律 場

|

日召
30。
3.28

第
44
8号

０】

日召
30。
3.28

河
原
町
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西
伯
町

谷
町

瀬
町

岸
本
町

手
間
村

//

編
入

闘
目
90。
3。
30

日召
30.3。
31

日召
30。
3。
31

昭
30。
3。
31

断
ョ
30。
3.31

8,993

12,739

6,459

6,703

2,686

82。
90

67.95

80。
56

39。
77

7.08

人　体

鮭剛　　　　〈ロ

187

167

379

旧
法
勝
寺
村
役
場

青
谷
町
役
場

旧
用
瀬
町
役
場

旧
大
幡
村
役
場

手
間
村
役
場

日召
30。
3.30

角
じ
684受
計

日召
30。
3.31

第
937号

日召
30.3.31

窮
む
938f夢

日召
30。
3.31

第
768号

ク

13)鳥
取
県
町
村
合
併
審
議
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

11)第
1回
審
議
会
                

・

昭
和
29年
1月
21日
県
会
議
事
堂
に
お
い
て
次
の
と
お
り
審
議
し
て
決
定
し
た
。

日
 
会
長
及
び
菖
1会
長
の
互
選
に
関
す
る
件

会
長
に
土
谷
県
議
会
議
長
、
高
1会
長
に
鈴
木
扇
1知
事
・
原
田
県
町
村
会
会
長
が
五
選
さ
れ
た
。

町
村
合
併
の
基
本
方
針
に
関
す
る
件
        

ヽ

町
村
合
併
の
基
本
方
針
は
国
の
町
村
合
併
基
本
方
針
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
要
領
に
準
拠
す
る
外
、
本
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
ヒレ

次
の
要
領
で
行
う
よ
う
決
定
し
答
中
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

鋪―副副副Ⅲ副副ⅢＩＩ

Ｉ
Ｉ

副Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ⅢⅢ副ＩＩ

副Ⅲ副Ⅲ副ＥＩ引副副

ロ
１

１

‐ ―

副副副副副ＩＩ■

，
酬ぼ釧軟一駄
小）轟　≪　畷　麟　位．　ｍ響Ｋ　Ш宝駅督せ３黒晋　】銀

1・
合
併
計
画
に
つ
い
て
は
原
員
Jと
し
て
昭
和
27年
7月
策
定
の
合
併
計
画
の
と
お
り
と
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
地
域
に
つ
い
て

は
町
村
合
併
促
進
基
本
計
画
に
従
つ
て
再
検
討
す
る
。

2。
町
村
合
併
を
促
進
す
る
に
当
り
、
地
方
自
治
法
第
8条
の
2の
規
定
に
よ
る
知
事
の
合
併
勧
告
は
個
別
的
に
は
行
わ
な
い
も
の

と
す
る
。
但
し
、
町
村
合
併
促
進
法
の
適
用
上
必
要
′1認
め
た
市
町
村
に
限
り
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3.郡
境
及
び
県
境
に
ま
た
が
る
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
そ
の
境
界
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
促
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
所
属
に
つ

い
て
は
、
地
勢
、
交
通
、
通
信
、
産
業
、
人
情
、
風
俗
、
習
慣
等
自
然
的
経
済
的
事
情
の
外
住
民
の
官
公
衛
の
利
用
に
最
も
便

利
な
よ
う
に
配
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
。

4.合
併
計
画
に
よ
る
町
村
合
併
は
特
別
な
事
情
の
な
い
限
リ
ー
の
処
分
を
も
つ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
し
、
漸
次
実
施
す
る
方
法

は
と
ら
な
い
こ
と
。

5。
町
村
合
併
に
際
し
み
だ
り
に
財
産
処
分
を
行
う
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
旧
IEl村
の
区
域
を
も
つ
て
財
産
区
を
設
け
る
場

合
は
特
別
な
事
情
に
よ
つ
て
新
町
村
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
i曲
当
で
な
い
財
産
に
限
つ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
し
、
他
の
す
べ
て

の
財
産
営
造
物
は
こ
れ
を
新
町
村
に
引
き
継
ぐ
建
,前
を
堅
:持
す
る
こ
と
。

国
 
町
村
合
併
促
造
基
本
計
画
の
答
申
に
関
す
る
件

町
村
合
併
計
画
に
つ
い
て
は
概
ね
昭
和
27年
7月
策
定
の
合
併
計
画
≧
基
本
と
lノ
｀
昭
FEl'9年
1月
ま
で
に
本
県
市
町
村
数
を
3

市
33町
村
に
再
編
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
な
お
、
次
の
点
に
つ
い
て
は
合
併
計
画
の
決
定
に
関
し
再
検
討
を
カ
ロ
え
る
も
の

と
し
た
。

1・
都
市
と
周
辺
町
村
と
の
合
併
計
画
に
つ
い
て
は
、
特
に
地
方
の
総
合
開
発
計
1画
、
都
市
計
画
、
工
場
施
設
等
を
充
分
に
勘
案
L´

た
も
の
と
す
る
こ
と
。
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2.開
拓
地
及
び
事
務
の
一
部
委
託
関
係
に
あ
る
地
域
等
で
、
境
界
変
更
を
要
望
す
る
地
域
が
あ
る
場
合
は
、
町
村
合
併
促
進
法
第

10条
及
び
第
11条
の
規
定
適
用
は
で
き
な
ll■
り
さ
け
る
こ
と
と
し
、
当
該
関
係
町
村
の
合
併
の
際
の
は
せ
て
こ
れ
が
合
理
的
解

決
の
方
法
を
図
る
も
の
と
す
る
。

3・
知
事
勧
告
に
か
か
る
合
併
計
画
に
‐基
く
合
併
町
村
又
は
合
併
勧
告
の
対
象
外
町
村
の
規
模
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
町
村
行
財
政
の

合
理
的
運
営
が
期
し
得
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
叉
は
全
般
的
に
著
る
し
く
否
均
衡
な
町
村
規
模
と
認
め
ら
れ
る
牛
き
い

近
接
町
村
と
の
合
併
を
行
う
こ
と
6

4.知
事
勧
告
に
か
か
る
合
併
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
町
村
が
特
別
の
事
情
に
よ
り
当
該
合
併
町
村
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
事
情
を
究
明
し
、
障
害
を
除
去
し
て
な
る
べ
く
勧
告
に
よ
る
合
併
町
村
と
の
合
併
を
行
い
、
一
二ゝ
の
弱
少
町
村
が

取
り
残
ぎ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
o

12)第
2回
審
議
会

昭
和
29年
3月
22日
鳥
取
市
山
陰
合
同
銀
行
`鳥
取
支
店
に
お
い
て
次
の
と
お
り
審
議
し
て
決
定
し
た
。

1。
米
升
市
及
び
周
辺
町
村
の
合
併
計
画
に
関
す
る
件

米
子
市
・
弓
浜
12箇
町
村
及
び
箕
蚊
屋
7箇
村
と
の
合
併
計
画
に
つ
い
て
は
実
情
調
査
の
上
次
国
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

2.東
f自
郡
灘
手
村
及
び
橋
東
地
区
合
併
協
議
会
の
陳
情
処
理
に
つ
い
て

陳
情
内
容
に
つ
い
て
充
分
調
査
の
上
処
理
す
る
こ
と
と
Lノ
た
O

(3)橋
東
地
区
の
実
情
調
査

昭
和
29年
4月
15日
委
員
5人
、
地
田
地
方
課
長
、
椋
中
部
地
方
事
務
所
長
等
が
灘
手
村
・
由
良
町
・
栄
村
・
大
誠
村
及
び
倉
吉
市

に
つ
い
て
調
査
を
行
つ
た
。

《嗽

,轟
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弓
浜
地
区
12箇
町
村
の
実
情
調
査

昭
和
29年
5月
1日
委
員
10人
、
村
田
地
方
課
長
、
山
根
西
部
地
方
事
務
所
長
等
が
弓
浜
12箇
町
村
に
つ
い
て
実
情
視
察
を
行
つ
た
。

15)
第
3回
審
議
会

昭
和
29年
5月
1日
米
子
市
農
協
会
館
に
お
い
て
次
の
と
お
り
審
議
し
て
決
定
し
た
。

1.米
子
市
及
び
周
辺
町
村
の
合
併
計
画
に
関
す
る
件

弓
浜
地
区
12箇
町
村
(彦
名
村
・
富
益
村
・
夜
見
村
・
崎
津
村
・
和
田
村
・
大
篠
津
村
・
渡
村
・
外
江
町
・
境
町
・
上
道
村
・
余

子
村
・
中
浜
村
)及
び
箕
蚊
屋
地
区
6箇
村
(暮
日
村
・
巖
村
・
日
吉
津
村
・
大
和
村
・
県
村
・
大
高
村
)並
び
に
成
実
村
と
米

子
市
と
の
合
併
計
画
を
適
当
と
認
め
て
答
申
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

2.東
伯
郡
灘
手
村
及
び
橋
東
地
区
合
併
協
議
会
の
陳
情
処
理
に
関
す
る
件

実
地
調
査
の
結
果
報
告
に
基
い
て
協
議
し
た
う
え
灘
手
村
の
陳
情
を
採
択
し
同
村
と
倉
吉
市
と
の
合
併
を
認
め
る
こ̀
と
と
し
た
。

16)第
4回
審
議
会

,昭
和
29年
9月
9日
県
会
議
事
堂
に
お
い
て
次
の
と
お
り
審
議
し
て
決
定
し
た
。

1・
市
町
村
規
模
の
合
理
化
に
関
す
る
答
申
の
件

昭
和
29年
1月
21日
決
定
の
県
町
村
合
9f基
本
方
針
及
び
県
町
村
合
併
促
進
基
本
計
画
に
よ
り
再
検
討
を
加
え
ら
れ
た
合
併
計
画

に
つ
い
て
知
事
よ
り
答
申
を
求
め
ら
れ
た
の
で
こ
れ
を
原
案
通
り
決
定
し
て
答
申
｀Lン
た
0

備
考
 
諮
問
案
は
、
昭
和
29年
9月
第
2次
勧
告
を
発
し
た
内
容
の
と
お
り
で
あ
つ
て
、

で
に
4市
26町
村
に
再
編
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

本
県
の
市
町
村
を
昭
和
31年
9月
末
ま
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事
業
費
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額
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2、
新
町
村
建
設
計
画
の
実
施
状
況

11)昭
和
29年
度
新
町
村
建
設
計
画
の
実
施
状
況

合
併
市
町
村
は
、
町
村
合
併
促
進
法
第
6条
の
規
定
に
よ
り
策
定
し
た
新
町
村
建
設
計
画
に
基
い
て
着
々
と
し
て
各
種
の
事
業
を
実

施
Lノ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
実
施
状
況
は
別
表
第
1の
と
お
り
計
画
の
約
80%が
達
成
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
つ
て
概
ね
良
好
な
成

績
を
示
し
て
い
ま
す
。

次
に
新
町
村
建
設
計
画
の
実
施
事
業
の
財
源
に
う
い
て
は
別
表
第
2の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
建
設
計
画
の
実
施
に
際

し
て
は
国
・
県
補
助
金
及
び
起
債
等
の
財
源
に
依
存
せ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
建
設
計
画
事
業
に
費
し
て
い
る
合
併
市
町
村
の
一
般
財
源
合
計
額
は
約
3億
円
で
あ
つ
て
、
と
の
額
は
市
町
村

税
総
額
9億
円
の
3分
の
l rc当
る
額
で
あ
り
、
未
合
併
町
村
が
税
額
の
大
半
叉
は
そ
れ
以
上
の
額
を
人
件
費
等
消
費
的
経
費
に
充

当
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
況
に
比
較
し
て
み
て
い
か
に
合
併
の
効
果
が
表
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
9表

計
画
と
実
施
と
の
害
J合

飢
Q∝
9千Ч

72,777

17,472

78,033

千
円
|

583,947    1

64,657    1

88,372    1

13,164    1

48,293    1

13,391

11,833

34,394

10,527

8,966

8,776

25,352

22,535

28,495

22,259

5,978

4,585

95。
72

78.22

121.42

75.34

96.

297。

22.

46。

rTl爵

繊1蜘鶴
ニ中轟《鰈麟虚EE型K菫駅#〇置雪

郡
  
家
  
町

船
  
岡
  
町

若
  
桜
  
町

智
  
頭
  
町

青
  
谷
  
町

27,954

7,818

172,143

128,369

10,619

11,186

37,686

41,189

15,680

15,202

34,003

29,495

39,939

56,476

25,329

9,240

131213

1,536.510

4

■旧躍躍旧ＩＩ陽旧

Ｉ
Ｉ旧

Ｉ
Ｅ旧旧旧旧旧隅

１
１旧臓隠燿旧旧購旧

―
ロ

Ｉ
Ｅ旧旧旧

ｌ
ｌ順旧鳴

６．
‐

７
。
２

２．
６

６

。

３

８．
３

物東〓関北東赤境名溝　江根

町町町町町

合郷朝金条

町町町町町

伯碕港和目

町町

府雨　計

119.71

31。
39

83.50

67。
13

58。
97

25◆
80

85。
95

56.42

50。
45

87。
87

64.69

34.70

74.20

備
考
 1.河
原
町
・
西
伯
町
・
青
谷
町
・
用
瀬
町
・
岸
本
町
は
年
度
末
の
合
併
に
つ
き
除
外
L/た
。

2.実
施
事
業
費
の
総
額
は
新
町
村
建
設
計
画
の
事
業
の
外
に
計
画
外
の
事
業
及
び
前
年
度
の
事
業
繰
越
を
含
め
た
総
額
で
あ
る
。

一
一

一
一

一

８
９
‐

２
‐
４

９
０
９

４
３
８

‐
３
９

一２
６

‐
４

３
８

５
９５



Φ銀
第
10表

新
町
村
建
設
計
画
に
基
く
実
施
事
業
の
一
般
財
源
の
構
成
比

申ａ織（く小）轟　ぐ　蝶　群　虚ヽ由壼Ｋ　Ш
鸞駅霞き言置習

いЮＯＯＯ

＼
＼
＼ 区
‐?

市
町
村
名
＼
＼

事
業
費
総
額

(A)
金他

Ｄ担の
分そ

(F)

起

取子成美家岡桜頭谷合舞 『朝金条伯碕港和国

市市市村町町町町町町町町町町町町町町町町

千
円

583,947

641057

88,372

13,164

48,293

26,891

14,214

38,909

59,438

5,139

13,391

11,833

34,394

10,527

8,966

8,776

25,352

22,535

28,459

22,259

千
円

188,585

13,174

24,494

3,486

10,002

6,221

31578

11,684

14,929

11602

2,312

4,741

6,308

1,271

1,386

31480

2,431

5,527

9,387

4,398

千
円

68.526

300

400

千
円

121,948

23,583

33,273

1,596

15,991

14,008

9,736

12,308

9,793

2,925

3,049

2,215

7,254

4,226

2,650

1,994

119421

7,233

9,055

1.563

千
円

32,088

4,005

1,382

1,142

1,902

19908

500

1,101

11,123

2,302

738

1,102

1,437

6,578

千
円

172,800

27,000

26,200

6,700

20,800

6,600

600

13,000

32,300

600

7,500

3,776

8.099

2,700

3,400

2,200

11,200

9,200

8,500

7,800

カ
20.88

36。
47

37。
65

12。
12

33,1.1

52。
09

68。
49

31。
68

16。
47

56。
91

22。
76

18,71

21。
09

40。
14

29.55

22。
72

45。
04

32。
09

31。
77

70。
21

29。
59

41。
79

29。
64

50。
89

43。
07

24。
54

4.22

33。
41

54。
34

11。
67

56
.00

31。
91

35。
47

25。
64

37。
92

25.06

44.17

40。
82

29。
82

35。
04

358

62

30015

50812

30

1,610

28

792

鳥倉米大岩郡船若智青物東〓関北東赤境名溝

「

~~~~~~~~~―
一
一
一
―
―
一
一

町町　率

府雨　成

江根構

5,978

4,585%:
100

1,139,479

736

1,449%26

298,006

908

212%6

68,428

2,400

800%33

374,175

12。
31

31160

40。
14

17。
44

内
業

事
名

総（まф）轟　ぐ　畔　轟　虚．皿翌Ｋ　回口駅督＃寓黒雷

備
考
 
河
原
町
・
西
伯
町

・
用
瀬
町
・
岸
本
町
は
年
度
末
の
合
併
に
つ
き
除
外
し
た
。

(2)合
併
市
町
村
の
新
町
村
建
設
計
画
の
実
施
一
覧
表

3昭
和
29年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
合
併
市
町
村
の
建
設
計
画
に
基
く
事
業
は
女
の
と
お
り
で
あ
る
。

河
原
町
・
西
伯
町
・
青
谷
町
・
用
瀬
町
・
岸
本
町
は
年
度
末
の
合
併
に
つ
き
事
業
は
実
施
さ
れ
な
い
。

新
市
町

村
名
費
目
事
業

容
事
業
費

(単
位
千
円
)

自
動
車
ボ
ン
ブ
購
入
事
沿
防
車
1台

手
1免
ガ
ソ
リ
ン
ボ
ン
ブ
職肇 購
入

|
州

業
消
防
団

費
消
防
三
輪
車
購
入
事
業
滑
防
三
輸
車
2台
購
入

2斑
可

L到
 
∞
q

鳥
取
市

土
木
費

橋
梁
維
持
修
繕
工
事
橋
梁
修
繕

7561

3851

司

火
災
通
報
用
電
話
設
置

事
業

引
潮型

２， ６４０ ‐
道
路
維
持
修
繕
工
事
1道
路
の
築
造
補
修
修
繕

2,6401

彗 臨
期
議
肛

|

V引



新
市
町

村
名
費
目
事
 
業
 
名

事
業
内
容

∞劉　小ａ繊（く小）轟　ぐ　環　轟　虚．口響Ｋ　田口駅ａ＃霧辱雪

①ｎｏＯｏ

∬Ⅲ

ロ
ー

ロ
ー

ー
ー

Ⅲ副

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
‐

Ｉ
‐

Ｉ
‐

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ⅲ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

引

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

引

Ｉ
Ｉ

Ⅲ

ｌ
１

１
１

弘

橋
梁
新
設
工
事

河
り
II維
持
修
繕
工
事
水
防
倉
庫
改
築

防
火
水
槽
建
設
工
事
1防
夫
水
槽
新
設

彗
要
幹
線
街
路
整
備
工

1衝
路
新
設

州
.引

軍
引 
∞
J

6031

刊
災
害
土
未
ェ
事
1道
路
、
橋
梁
水
路
復
旧
工
事
  |
も aJ L∞

4
IL“
可

24劇
道
路
維
持
修
繕
工
事
道
路
舗
装
修
繕

道
路
新
設
改
良
工
事
道
路
改
良

5021
1 
可
 
釧

橋
梁
維
持
修
繕
工
事
橋
梁
の
修
繕

河
り
|1維
持
修
繕
工
事
分
水
樋
門
の
修
繕

3051

曇
要
幹
線
街
路
整
備
工

1街
路
新
設

| .鷹
遜
語
1警
覆
h璽
彗

災
害
土
木
工
事
1導
馨
嵩
攣
響ヽ
河
川
の
水
詈
に
よ
州
引

費
1立
川
～
堅
前
土
地
区
劃
肇
翠

1 
州

~▼
~~I Vフ

~～

|

教
育
費
臀
璽
翼
年
発
生
栞
害
復
1本
恒
ィ
学ヽ
校
の
補
修
I L∞
可
尊
呵

小ぶ総〈壊中）騨　ぐ　嗽　轟　位、口型終　回鷺Ｒ蛍＃８二智

①∞〇〇〇
1富
桑
イ
)学
機
9校
庭
黎
地
   1   3031  17可

中
学
校
整
備
事
業
1湖
東
中
学
校
の
新
築
1 
咽
q "q

危
険
校
舎
改
築
事
業
1大
郷
小
学
校
改
築
工
事

鳥
取
市
火
災
復
旧
事
業
遷
喬
小
学
校
新
築

1  45,1521 16,63J「

~~~~「 1 
引

1州雛
刹

学
校
造
林
事
業
神
戸
小
学
校
造
林
2町
歩

刹
 
司

湖
東
中
学
校
造
林
1町
歩

B可
 
引
 
司

中
郷
小
学
校
造
林
1町
歩
ヽ  1   491  234   5可

194

稽
葉
小
学
校
造
林
4町
歩

21

神
戸
小
学
校
造
林
3町
歩

劇
 
刊

慶
智
撃
桑
度
発
鍛
害
1藝

靡
翻
洋
晨
離
御
肛

1 
呵
刊

ｒｌ



新
市
町

村
名
費
目

児
童
会
館
建
設
事
業
建
物

1341弔
IЮ
″

1 2∞
ゴ 
∞0 
∞
OL鶉
J

木
造
干
家
建
延
75坪

白
兎
保
育
所
建
設
事
業

祗
会
及

び
労
働

施
設
費

一
一　　　　　奪”　小〓繊（女中ツ騨　ぐ　暉　轟　位　Ш騨Ｋ　Ш口駅営辟露黒冒

木
造
李
家
建
延
85坪

豊
実
保
育
所
建
設
事
業

吉
方
保
育
所
建
設
事
業
1木
造
李
屋
建
延
76.83坪

1 2∞
4 
叫
 
∞J ・

4

母
子
寮
炊
事
場
改
築
事

業
1企
準
卒
屋
逢
厚
型
ス
レ
ー
ト
葺
延

|

保
健
衛

生
費

公
営
住
宅
建
設
事
業

簡
易
水
道
工
事

|

鼠
族
昆
虫
駆
除
事
業
環
境
衛
生
モ
デ
ル
地
区
9ケ
所
 |。
 4551    1

|    1引
1591811

糞
尿
処
理
事
業
貯
溜
槽
4ケ
所
新
設

饂
|

刊
引

刊

1 
観

|

末
恒
共
同
作
業
場
建
設
末
恒・
白
兎
・
伏
野
●
中
ノ
茶
屋

共
同
作
業
場
干
屋
瓦
葺
18坪

ヽ

1農
道
iび
泉
轟
改
良
事
業

昭
和
24。
25,26。
27.28年
水
書
に
よ

る
耕
地
復
旧
事
業

土
地
及
水
路
改
良
費
農
道
及
水
路
改
良
事
業

造
 
林
 
事
 
業
1久
松
山
10町
歩
造
林

Z"可
 I 
Ю」
a鋭
J

ごヽ
2

゛=営 〇隷ま小轟《嗽轟虚m騨Km駅#〇轟晋

林
道
開
設
事
業
1岩
坪
外
5ケ
所
開
設

1壼型̂
__」 _         _

山
地
崩
壊
地
復
旧
撃
業
|三
津
外
3地
内

海
水
浴
場
設
置
事
業
1自
兎
海
水
浴
場
設
置

飛
行
場
設
置
事
業
1湖
山
鳥
取
飛
行
場
設
置

駅
集
答
所
新
設
1末
恒
駅
待
合
所
新
設

海
水
浴
場
設
置
事
業
1白
兎
海
水
浴
場
設
置

9631
8551′
Ю
可

351
商
工
費

復
興
費

7531

501

第
2種
木
造
住
宅
351戸
附
属
工
事

費

桑
災
復
興
区
画
整
理
事
1火
災
復
興
に
ょ
る
区
画
整
墓

『
~~~~~~~~~―

―
―――
―
―
     

―

1,230



財
源

内
訳

事
業
費
国
率
出
金
1県
支
出
金
|一
般
財
源
金他
担の
分そ

糞
査
経
量
区
画
整
理
事

1曇
業
費
負
担
金

防
火
建
築
稽
事
業
費
1防
火
帯
建
設
事
業

復
興
′下
水
道
建
設
費
1下
水
管
新
設
工
事

|

43,6881

L"可

Ю
2劃
L加
可

1州| "J
|     ,3

1墓
地
施
設
災
害
復
旧
費
1墓
神
災
害
復
旧
工
事

1公
共
塞
地
整
備
事
業
1公
園・
墓
地
造
成

IL"J I I
4981

166

|

2,1121
2,112

3731

小８終（ま申）轟　ぐ　嗽　済　虚　皿騨Ｋ　ｍｒ駅圏＝累黒雪

∞〇〇〇〇

火
災
復
興
に
よ
る
区
画
霙
理
  |

I Vβ
tt L"4

1区
画
整
理
事
業

区
画
整
理
負
担
金
火
災
復
興
に
よ
る
当
市
負
担
金

IE_L、
     I PrL i 4鳥

三
二
M_ュ

1防
火
建
築
帯
事
業
1防
火
帯
建
設
事
業

1復
興
水
道
建
設
費
1下
水
管
新
設
工
事

事
業
内
容
事
業
費

財
源

内
訳

国
支
出
金
1県
支
出
金
|一
般
財
源
12揚
寵
|テ

2ρ
劇

臥
7J L∞

|

TI T→
島

新
市
町

村
名
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新
市
町

村
名

事
 
業
 
名

業
 
内
 
容

清
防
施
設
整
備
事
業
1防
火
貯
水
槽
lt所

翌
撃
自
動
車
無
線
取
付

1治
防
用
骨
線
機
1,

護
岸
災
害
復
旧
工
事
1通
芳
舅
偏
読
辱
L″
m下
部
玉

司

米
子
港
浚
浸
事
業
費
負

担
金

/AA共
施
設
整
備
事
業
港
山
球
場
整
備

ヽ
.

中ａ総（砥中）轟　ぐ　嗽

Ｏ゛中〇〇　́　　　　´

教
育
費
和
田
小
学
校
改
築
事
業
1屋
体
 
延
147坪

2曇
0

鍔
学
後
改
築
事

1木
造
干
屋
建

´

延
五
4坪

8401

1,950

富
釜
小
学
校
改
築
事
業
1木
奪
2階
建
 
延
217坪

ば
J 
“
0

異
小
学
校
屋
体
改
築
事

1木
造
干
屋
建
 
延
130坪

小
学
校
新
設
事
業
1木
造
2階
建
延
51000坪

6,4941

異
中
特
層
U教
室
壇
築
事

1特
別
贅
室
 
延
1,4印
鼻
釧
州
1州
ノ

aO呵
L∞
4

1   21278
脚
JL

―
中
屋
体
新
築
事
業

加
茂
小
学
校
屋
体
新
築

事
業

編
板
槽
法
木
造
屋
根
 
延
147坪

保
育
所
新
増
築
事
業
1木
造
李
屋
建
延
85坪

2,2001
601  301  771  531

祗
会
及
び
労
働

施
設
費
市
営
住
宅
新
設
事
業
木
造
干
屋
建
 140戸
 
延
100坪

a5司
聯
J

12,
1

位．ｍ選Ｋ　饉コ駅蛍計露羅習

失
業
対
策
事
業

児
童
遊
園
地
新
設
事
業
坪
数
250坪

公
共
塞
地
整
備
事
業
 4ケ
所

道
路
整
備
     10ケ

所
環
境
衛
生
     2ケ

所
釧
ЮJ 
Ю
0

Ю
J

1司

b・
一一
一
一
―
―
――

―

土
地
改
良
事
業
農
道
新
設
改
良
延
長
40,8001n―

7301
濯
漑
JF水
事
業
畑
地
灌
漑
 39町
歩

用
JF水
新
設
改
良
 011町
歩

7301
業費
済
産経

9361
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市
町

村
名
費
目

新
市
町

村
名
費
目

大
威
村
土
木
費

容
内

業
事
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計

фぶ総（ま小）轟　ぐ　鰈　轟　位、口響Ｋ　Ш口硬がせ８黒習
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二
教
良
事
業
1客
土
 
唾

防
災
林
造
晟
事
業

|

海
岸
砂
地
造
林
 29。
5町
歩

2,0721
L∞
J

2691

鋭
4

鎚
4

す
一
一
=―
=T一
千

農
道
施
設
整
備
事
業

|

村
道
改
良
事
業

躍 轟 集 鼻桑 穆曇 修琴
:多
要
 |

引
州
引
釧
州

計

容
内

業
事

事
 
業
 
名

6371

J
教
育
費

|

1,551
茎
蒙
施
設
整
備
事
業
1嚢
蓉
劣
駿
婆

印
J

産
業
経
済
費
農
業
土
木
災
害
復
旧
事

業
:

2,9751
L931

所所
ケケ

路梁
水橋

|

EЧ

新
市
町

村
名

岩
美
町

費
 
目
事

内
業

事
名

業
容
事
業
費

財
源

内
訳

夏
ほ
所
蕪
憂
褻
 
査
Ю
ρ引

319151

鰯
〒

L691
3201

中ぶ総（まい）轟　≪　嗽　督　盛．ｍ型Ｋ　皿口駅圏＃８長野
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土
木
費
都
市
計
画
事
業
大
谷
地
内
道
路
新
設

延
長
 5,0001n
巾
員
  15m

網
代
港
湾
修
築
事
業
網
代
港
修
築
負
担
会

|
8,01

|

避
難
港
湾
施
設
事
業
田
後
港
湾
施
設
負
担
金

L∞
可

・
橋
梁
新
設
事
業

|

岩
井
地
区
木
橋

延
長
48n 
巾
員
4m

道
路

田
後
小
学
校
改
築
木
造
瓦
葺

2階
建
248坪

東果
塞
学 螢 蓬 雪

53鼻

特
別
教
室

木
造
瓦
葺
2階
建

9831

昭
和
24″
28年
度
復
旧

土
木
事
業

州
引脚．一　　５４３

中
学
校
増
築
事
業
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内
 
容
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5設
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溜
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路
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■
」
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新村
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築
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地
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復
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関
連
事

業
大
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椋
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木
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県
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拡
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地
元
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業
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容
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施
設
整
備
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業
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朝
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寵
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彗
隼
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校
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二
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勇
望
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鋳
轟
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脊
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は
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州
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引
‐

|

′
調
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莉
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耕
地
災
害



新
市
町

村
名

事
 
業

事
業
内
容
事
業
費

財
  
源
   
内

国
支
出
金
1県
支
出
傘

|T般
財源
12揚
寵

林
道
施
設
事
業
健雪
酬
聾
祠
躙
鞣
1引

6791

馨 市署
1費
 目

事
 
業

橋
梁
改
修
事
業

事
 
業
 
内

捨
橋
延
長
7.5nl

前
田
橋
延
長
20.3Hl

―
斗
代
橋
8.5nl

角
谷
橋
了 。3nl

教
育

一一

ｏ守　小ぶ課（妻小・ヽ轟　“　嶽　麟　虚ヽШ騨Ｋ　饉
口賦密辟禽晨習

事
異
小
学
校
校
舎
改
彙
1念
書
轟
野
2階
建

剣
引

2,5531
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中
学
校
増
築
事
業
1柴
墨
率
重
墨
6坪

V引
3901

20011    2961

業費
済
産経
曇羹
用施設災 害復
旧
1優
奮霧
興
干山 重層
鍵
護 層
梁`

|

7961
|

5771

申ぶ総（薫小）轟　ぐ　鰈　轟　虚・皿型Ｋ　「日劇釧則割副副

温
泉
開
発
事
業
|ボ
ー
リ
ン
グ
平
事
吸
水
設
備

薔
彗業
に
よ る総
合
助
森
層
薪義
多
♂
建
:島
0∬
坪

9601
671

財
産
費
1造
 
林
 
事
 
業
杉
植
林
3o町
歩

事
 
業
 
名

事
 
業
 
内

1調
■
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||
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市
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村
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費
目

沿
防
施
設
整
備
事
業
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ス管
一
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新
市
町

村
名

事
業
費

用
水
路
新
畿
事
業
1土
師
メ
|1廃
甲
メ |12水
路
新
譲

更
喜
覆
旧
土
木
事
業
1天
内
藩
●
三
田
橋
1_毛
谷
橋
復
旧

L″
可

9351

耕
地
災
害
復
_旧
事
業
災
害
復
旧
事
業

6901

Ю
q

道
路
改
修
事
業
中
原
40,11 
西
谷
301n

教
育
費
纂
輩
異
学
校
体
育
館
建

|

鉄
骨
ス
ン
ー
ト
葺

干
屋
建
242坪

集
中
撃
校
卑
言
復
旧
言
1檻
L13「
,5に
よ

ュ

学
校
災
害
州
呵

461

源
   
内
   
訳藤
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銀寸　中ａ駄（く小）轟　ぐ　蛛　麟　虚、回聾Ｋ　回口駅餞計８置田
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祗
会
及
び
労
働

施
設
費
公
営
住
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建
設
事
業
【
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1:〔
:1,「 卜認
孵

企 熱
籍
L爾
雫

繁馨
57硫
建命 藻辱驚 島
踪
T

1、
86:|

|

呵
調
|
9301

保
健
衛
生
費
病
院
建
設
事
業

結
核
病
棟
建
設
事
業

:,2501

12
5081

J払

事
業
内
容

小ぶ繊（く中）騨　ぐ　鰈　轟　佗．回圏Ｋ　ｍ２駅圏計８黒習　撃

響卜〇〇〇

源
   
内
   
訳

出
金
1県
支
出
金
|二
般
財
琴
1電
揚
倉
1起
 
債

沿
防
費
清
防
施
設
整
備
事
業
挽
ガ
ソ
リ
ン
ボ
シ
プ
1台

8371
| 
。引

青
谷
町

新
市
町

村
名

防
火
水
槽
1ケ
所

港
湾
復
旧
事
業
青
谷
港
改
修

耕
地
災
害
復
旧
事
業
澄
水
橋・
楠
根
橋
改
修
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土
木
費

費
目
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奈
冥
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子
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開
設
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田
攣
術
貫
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手
引
ガ
ソ
リ
ン
ボ
ン
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中
型

ホ
ー
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費
目
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業
 
名

業
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容

支
出
基
1県
支
出
金
|二
般
謗
漁
1奪
揚
寵
1違
 
債

新
市
町

村
名

事
 
業
 
名

起
債

消
防
施
設
整
備
事
業
自
動
車
ボ
ン
プ
1台
購
入

L∞
q 3,可

橋
梁
改
修
事
業

町
道
改
良
事
業
謳
永
線
切
下
堀
く
つ
89.6in外

47,|

船
溜
災
害
復
旧
事
業
防
波
堤
の
築
造
1001n

小
学
校
改
築
費
花
見
小
学
校
校
舎
改
築

52,1     5231

L譴
1´

譴
11|

層
生
瑾
‖
異
節
智
認
麟
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埃
脚
響
韻
警
翌
翌

羅
済
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災
青
復
旧
事
業
25年
水
害
井
堰
復
旧
事
工
事
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公
営
住
宅
建
設
肇
二
種
基
夢
纏
号
簾
ス
レ
ー
ト
葺
1591371州

1州
公
園
整
備
事
業

県
立
公
園
付
臀
整
備
事

業
勿
衣
石
城
路
整
地
及
び
改
修

|

2001

|

l :

28年
災
害
復
旧
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水
害
道
路
復
1日
工
事

林
道
ネ甫
修
事
1業
1林
導
新
設
巾
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延
長
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農
道
改
良
事
業
農
道
改
良
工
事
延
長
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事
 
業
 
名

事
業
内
容
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新
市
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村
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沿
防
費

|

ず
|

災
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復
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業
1真
罷
署
電
器
罫
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|
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費
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費
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費
■
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事
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国
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名

業
」金‐県支
⊥瀞
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1頓
焼
却
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木
造
李
屋
建
瓦
葺
50坪

2∞
可 
田 q tt L到

| 
∞
J

業費
済
産経

牧
野
改
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事
業
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尋
扉
琴
22町
歩
目可
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料
木
植
栽
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井
輝
琴
害
復
lE事
業
|:'7穿
賃
災
害
復
1甲
工
事

|
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堰

|_州
 
引

復
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費
|'`～
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災
害
潰
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|

斑
J
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災
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財
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財
産
遷
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事
業
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歩
植
林
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架
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架
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 |
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事
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防
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整
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搬
式
ポ
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入

松
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村
線
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工
事

延
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巾
員
2‐
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可
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名
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業
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関
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町
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卜
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体
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館
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学
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体
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負
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~| `I L20J
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覇
爾
甲
縣
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専
蕨
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王
~IIII≡
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I
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栗
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設
事
業
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健費
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T Zq 
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侶
J
観

|
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業

経
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費

諸
支
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金
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容
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|
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寵
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債
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費

|
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計
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業

庁
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築
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レ
ー
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L司

町
道
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良
事
業
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葉
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ア
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市
町

村
名

東
伯
町

蒲
島
鳥
畿
整
備
事
業
1手
引
ガ
ソ
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ポ
ン
プ
3台
購
入
1  2,10q
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響
]暴
  
―
一
|

容
1事

業
費
像
ぷ
晟
ポ
塩
看
奪
爾
Ъ
薦
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L鈍
lL引

�
限
工

識
乖
負

1費
轟

『

酪
脚
彫

T元
,∞

|

県
道
改
修
地
元
負
担
1最
莞
賓
菫
基
浦
安
停
車
揚
線
改
修

3671

港
湾
災
害
復
旧
事
業
1逢
東
港
湾
改
修

屠
殺
場
合
整
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